
　
少
子
化
や
鉄
道
の
廃
線
な
ど
の
影
響

で
生
徒
数
が
減
り
、存
続
の
危
機
に
あ
っ

た
広
島
県
立
加
計
高
校
。
２
０
１
５
年

度
に
地
元
の
安あ

芸き

太
田
町
の
予
算
で
生

徒
寮
を
設
置
し
、
入
学
者
の
全
国
募
集

を
開
始
し
た
が
、
初
年
度
の
県
外
受
験

者
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
地
域
や

企
業
と
連
携
し
た
探
究
学
習
、
部
活
動

の
整
備
な
ど
に
力
を
入
れ
て
学
校
の
魅

力
化
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市
部
で
も

学
校
説
明
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
広
報

も
強
化
。
全
国
か
ら
受
験
者
が
集
ま
る

よ
う
に
な
り
、
広
島
県
の
公
立
高
校
入

試
に
お
い
て
22
・
23
年
度
と
２
年
連
続

で
志
願
倍
率
が
県
内
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

＃
入
学
者
を
全
国
か
ら
募
集

＃
地
域
や
企
業
と
連
携
し
た
探
究
学
習

※プロフィールは、2024 年３月時点のものです。

小さな学校の大きな挑戦　　
全国・世界募集で起こすイノベーション

広島県立加
か け

計高校

設
立

　
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
40
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
金
沢
大
、
愛
知
教
育
大
、
香
川
大
、

愛
媛
大
、
琉
球
大
、
都
留
文
科
大
、
叡
啓
大
、
福

知
山
公
立
大
な
ど
に
11
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

上
智
大
、
大
正
大
、
大
阪
芸
術
大
、
広
島
工
業
大
、

広
島
修
道
大
な
ど
に
延
べ
20
人
が
合
格
。
短
大
・

専
門
学
校
進
学
８
人
。
就
職
５
人
。

No.290

地域連携
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拍
車
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
危
機
感

を
抱
い
た
同
町
と
同
校
は
、
協
働
で
施
策

を
講
じ
た
。
ま
ず
は
11
年
度
に
同
町
が
無

償
の
公
営
塾
を
開
始
。
15
年
度
に
は
、
宿

泊
施
設
を
改
築
し
た
生
徒
寮
を
設
置
し
、

県
外
か
ら
生
徒
を
受
け
入
れ
る
特
定
校
の

指
定
を
受
け
、
入
学
者
を
全
国
か
ら
募
集

し
た
。
し
か
し
、
初
年
度
の
県
外
受
験
者

は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
現
実
は
厳
し
か
っ
た
と
、

山
西
豊
教
頭
は
振
り
返
る
。

　「
制
度
や
設
備
を
整
備
す
る
だ
け
で
は
、

受
験
者
は
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
寮
に

入
っ
て
で
も
本
校
で
学
び
た
い
と
思
え
る

魅
力
と
、
そ
れ
を
県
外
の
中
学
生
に
知
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

　
２
町
１
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
広
島

県
安
芸
太
田
町
は
、
人
口
約
５
，５
０
０

人
の
、
県
内
で
人
口
が
最
も
少
な
い
自
治

体
だ
。同
町
唯
一
の
高
校
、広
島
県
立
加
計

高
校
は
約
20
年
前
、
存
続
の
危
機
に
あ
っ

た
。
元
々
進
ん
で
い
た
少
子
化
に
加
え
て
、

２
０
０
３
年
に
広
島
市
内
と
同
町
を
結
ぶ

鉄
道
路
線
の
一
部
が
廃
線
と
な
っ
た
影
響

で
、
市
内
か
ら
の
入
学
者
が
激
減
し
た
か

ら
だ
。
二ふ

た
か
わ
か
ず
な
り

川
一
成
校
長
は
、
同
校
の
存
続

は
町
の
課
題
で
も
あ
っ
た
と
語
る
。

　「
地
域
か
ら
高
校
が
な
く
な
る
こ
と
は
、

病
院
が
な
く
な
る
の
と
同
じ
く
ら
い
深
刻

な
事
態
で
す
。
た
と
え
地
域
の
子
ど
も
の

数
が
増
え
て
も
、
地
域
内
に
高
校
が
な
け

れ
ば
、
高
校
進
学
時
に
町
を
出
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
」

　
同
町
は
03
年
度
に
通
学
費
の
補
助
制
度

を
設
け
た
が
、
入
学
者
は
減
り
続
け
、
１

学
年
３
学
級
だ
っ
た
の
が
、
11
年
度
に
は

１
学
級
に
な
っ
た
。
町
で
見
か
け
る
高
校

生
の
数
が
減
る
中
、
町
の
人
口
の
減
少
に

　
同
校
は
、
同
町
か
ら
人
的
・
財
政
的
支

援
を
受
け
て
、
学
校
の
魅
力
化
に
取
り
組

ん
だ
。
最
初
に
着
手
し
た
の
が
部
活
動
の

特
色
化
だ
。
町
内
に
ア
ジ
ア
大
会
の
会
場

に
な
っ
た
射
撃
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
設
置

さ
れ
た
射
撃
部
が
全
国
大
会
で
活
躍
で
き

る
よ
う
、
町
の
予
算
で
校
内
に
射
撃
場
を

整
備
し
、
各
種
ラ
イ
フ
ル
も
そ
ろ
え
た
。

　
学
習
面
で
は
、地
域
連
携
を
主
体
と
し

た
探
究
学
習
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
た
。
＊１　寄宿舎で、寄宿している生徒・学生の生活指導や監督を担う。　＊２　青年海外協力隊の OB・OG 組織。海外で蓄積したスキルや経験を国内の国際交流
事業や協力事業に生かし、地域住民と連携した地域創生事業に取り組む。英語表記が Japan Overseas Cooperative Association で、通称 JOCA。　＊３　安
芸太田町には、アジア大会や国体の会場にもなった「広島県つつがライフル射撃場」がある。　＊４　一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォームが運営
する、中学生や高校１年生の国内留学を支援する事業。入学者を全国募集している高校を紹介する合同説明会やオンライン説明会などを実施している。　

年度 活動

1996
学校近隣の２町１村と、各教育長、
ＰＴＡ、同窓会らが「加計高校を育て
る会」を発足

1997
地元に射撃場（＊３）がある特色を生
かし、同校に県内初の射撃部を設置

2003

同校の最寄り駅があったJR可部線
の一部区間が廃線。翌年、安芸太田
町は、同校生徒への通学費の補助制
度を開始

2011
同校の生徒が利用できる無償の公営
塾を同町が設置

2014 町の予算で校内に射撃場を整備

2015
町の宿泊施設を改築して生徒寮を設
置。入学者の全国募集を開始

2018
「地域みらい留学」（＊４）に参画し、
都市部での説明会を開始

2019
みらい株式会社と連携し、起業家精
神の育成を目指す探究学習を開始

2022
全室個室、Wi-Fi完備などの新しい生
徒寮「黎

れいめい

明館」を同町の予算で設置

2023 JOCA（＊２）が黎明館の運営を開始

※学校資料を基に編集部で作成。

全
国
募
集
を
始
め
た
も
の
の
、

県
外
受
験
者
は
ゼ
ロ

生
徒
寮「
黎れい
め
い明館
」舎
監（
＊
１
）

髙
田
麻
以 

た
か
だ
・
ま
い

公
益
社
団
法
人
青
年
海
外
協
力
協

会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
。
＊
２
）
職
員
。

学
校
運
営
協
議
会
委
員

妹
尾
　暁 

せ
の
お
・
あ
き
ら

み
ら
い
株
式
会
社
代
表
取
締
役
。

校
長二川

一
成 

ふ
た
か
わ
・
か
ず
な
り

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

進
路
指
導
主
事

佐
々
木
　陸 

さ
さ
き
・
り
く

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
音
楽

科
。

教
頭山西

　豊 

や
ま
に
し
・
ゆ
た
か

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

図１
加計高校と安芸太田町の変革の軌跡

地
域
と
連
携
し
た
探
究
学
習
で

起
業
家
精
神
を
育
む 1

39

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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図２

19
年
度
に
、
地
方
創
生
の
た
め
の
人
材
育

成
を
担
う
み
ら
い
株
式
会
社
と
協
働
し
、

「
起
業
家
精
神
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
探
究
学
習
を
開
始
し
た
。
同
社
の
妹せ

の

尾お

暁あ
き
ら

代
表
取
締
役
は
、
そ
の
ね
ら
い
を
次
の

よ
う
に
語
る
。

　「
高
齢
化
が
進
む
安
芸
太
田
町
が
持
続

可
能
な
町
と
な
る
た
め
に
は
、
生
徒
が
町

の
課
題
に
目
を
向
け
、
で
き
れ
ば
卒
業
後

も
町
に
残
り
、
課
題
に
取
り
組
む
マ
イ
ン

ド
を
育
む
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
起
業

家
精
神
の
育
成
を
目
標
に
し
ま
し
た
」

　
生
徒
は
１
年
次
に
地
域
理
解
を
深
め
な

が
ら
探
究
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
後
、２・３
年

次
は
学
年
を
超
え
て
チ
ー
ム
を
組
み
、
町

の
資
源
を
生
か
し
て
町
を
ど
う
活
性
化
す

る
か
に
つ
い
て
考
え
る
（
図
２
）。
こ
れ
ま

で
、
木
工
製
品
の
製
作
・
販
売
や
英
語
の

町
案
内
の
製
作
な
ど
を
、
地
域
の
企
業
と

連
携
し
て
行
っ
た
（
写
真
）。

　
全
学
年
か
ら
有
志
の
生
徒
が
集
ま
り
、

自
分
た
ち
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
活
動
す
る

「
ミ
ラ
イ
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
行
っ

て
い
る
。
現
在
、
医
療
関
係
者
を
応
援
す

る
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ー
ム
、
菊き

く
い
も芋
の
商
品
化

に
取
り
組
む
菊
芋
チ
ー
ム
、
淡
水
魚
ホ
ン

モ
ロ
コ
の
釣
り
体
験
が
で
き
る
釣
り
堀
カ

フ
ェ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
活
動
中
だ
。

進
路
指
導
主
事
の
佐
々
木
陸り

く

先
生
は
、
次

の
よ
う
に
話
す
。

　「
病
院
で
行
わ
れ
た
祭
り
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
運
営
に
参
加
し
た
メ
デ
ィ
カ

ル
チ
ー
ム
の
呼
び
か
け
で
、
菊
芋
チ
ー
ム

と
釣
り
堀
カ
フ
ェ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
共
同

で
出
店
し
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
来
場
者

が
楽
し
め
る
か
を
生
徒
が
自
ら
考
え
、
病

院
ス
タ
ッ
フ
に
積
極
的
に
提
案
す
る
姿

は
、
本
当
に
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
」

　
23
年
度
に
は
、同
社
と
包
括
連
携
協
定

を
締
結
。同
社
の
社
員
が
週
３
～
４
日
常

駐
し
、生
徒
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

　
広
報
活
動
の
強
化
で
は
、
18
年
度
に
国

内
留
学
を
支
援
す
る
「
地
域
み
ら
い
留
学
」

に
参
画
し
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
説
明

会
に
ブ
ー
ス
を
設
け
た
。

　「
地
方
の
小
規
模
校
が
全
国
の
中
学
生

と
直
接
話
す
機
会
を
持
て
た
の
は
大
き

な
前
進
で
し
た
。
本
校
の
ブ
ー
ス
に
１
人

で
も
多
く
の
中
学
生
に
来
て
も
ら
え
る
よ

う
、
会
場
の
入
り
口
に
立
ち
、
校
名
入
り

の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
入
場
者
に
手

渡
す
活
動
も
し
ま
し
た
」（
二
川
校
長
）

　
説
明
会
に
は
同
校
の
教
師
の
ほ
か
に
、

生
徒
や
保
護
者
も
参
加
。
生
徒
主
体
で
活

動
す
る
探
究
学
習
の
面
白
さ
や
、
希
望
進

路
に
沿
っ
た
学
習
支
援
を
公
営
塾
で
無
償

で
受
け
ら
れ
る
安
心
感
な
ど
を
、当
事
者
が

直
接
、
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
に
伝
え
た
。

　
そ
う
し
た
努
力
が
実
り
、
高
校
で
心
機

一
転
を
図
り
た
い
生
徒
や
、
射
撃
部
に
入

部
し
た
い
生
徒
な
ど
、
全
国
か
ら
受
験
者

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
募
集
活
動
を
通
じ
て
分
か
っ
た
の
は
、

都
市
部
を
出
て
、
地
方
で
高
校
生
活
を
送

＊５　UXは、User Experienceの略称で、顧客体験を意味する。UXデザインは、製品やサービスを通じたユーザーの体験のすべてをよりよくするためのデザインのこと。

「総合的な探究の時間」３年間の流れ

※学校資料を基に編集部で作成。

都
市
部
で
学
校
説
明
会
を
実
施
。

生
徒
が
中
学
生
に
直
接
Ｐ
Ｒ

２
・
３
年
次

１
年
次

特産品開発

●地域理解

●マインドセット

観光振興 国際理解

企画・広報コース

• 販路開拓、新商品開発案提示、価格設定、SNS 等での発信
• 学校プロモーション（地域みらい留学、地元中学校との連携、高

校生の地域留学、オープンスクール運営等）

観光資源
三
さんだん

段 峡
きょう

、温
ぬく

井
い

ダ
ム、井

い に

仁の棚田、
森林セラピー

産業・歴史
祇園坊柿、林業、
たたら製鉄

地域課題
少子・高齢化、働き口
不足、人口流出、空き
家・空き店舗、耕作放
棄地、後継者不足

生産・加工コース
地域商社等との連携

• 新スイーツ（祇
ぎ

園
おん

坊
ぼう

柿
がき

）
• 健康食品（菊

きくいも

芋）
• ジビエ皮革製品
• 木工製品（林業、間伐材）

インバウンド・
コンサルティングコース

JOCA 等との連携

• かけさん世界塾（沖縄研究）
• PR 動画、観光パンフレット
（英語版）製作

• 現地でのインタビュー

デザイン思考、リサーチスキル、UX デザイン（＊５）講座など

写真　広島駅構内に
ある安芸太田町のア
ンテナショップで、
生徒が特産品の販売
活動や駅利用客への
アンケート調査を実
施。調査の結果は商
品開発や販売方法の
工夫などに生かし
た。
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　「県の公立高校入試で２年連続で志願倍率が１位に
なった加計高校。広島で一番魅力のある高校になっ
た私たちの活動を皆さんに伝えたいです！」─地域
の住民や中学生を対象に開かれた同校の活動報告会
の冒頭の生徒会長の挨拶は、自信と誇りに満ちあふ
れていました。地元出身の生徒も、県外出身の生徒も、
地域の課題に主体的に取り組む活動を通じて、地域
の人たちに愛されていると感じていることが、自信
と誇りにつながっていると得心しました。
　加計高校では、教師・自治体・企業などの大人と
生徒がかかわり合い、生徒・教師・地域が成長して
います。その取り組みは、全国の中山間地域の学校
のロールモデルとなるものでしょう。中四国地区の
学校事業責任者として、中山間地域の成長の拠点と
なる学校の魅力化を、これからもます
ます応援していきます。

り
た
い
と
い
う
中
学
生
が
一
定
数
い
る
こ

と
で
す
。
在
校
生
が
生
き
生
き
と
高
校
生

活
を
送
る
様
子
や
学
校
の
魅
力
を
し
っ
か

り
伝
え
れ
ば
、
中
山
間
地
域
の
小
規
模
校

も
、
中
学
生
に
と
っ
て
選
択
肢
の
１
つ
に

な
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」（
山
西
教
頭
）

　
入
学
者
の
全
国
募
集
が
軌
道
に
乗
っ
た

22
年
度
、
同
町
は
約
５
億
円
を
投
じ
て
地

域
の
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
併
せ

持
つ
生
徒
寮「
黎れ

い
め
い明

館
」を
建
設
。23
年
度

に
寮
の
監
督
者
と
な
っ
た
公
益
社
団
法
人

青
年
海
外
協
力
協
会（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）は
、
教

育
的
視
点
を
持
っ
て
生
徒
に
接
す
る
よ
う

に
し
た
。
同
法
人
職
員
で
寮
の
舎
監
を
務

め
る
髙た

か

田だ

麻ま

い以
さ
ん
は
、
こ
う
説
明
す
る
。

　「
寮
生
が
自
律
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
す
る
の
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
。
生
活

に
不
具
合
が
生
じ
た
時
、
監
督
者
が
解
決

す
る
の
で
は
な
く
、『
ど
う
す
れ
ば
解
決

す
る
と
思
う
？
』
と
、
ま
ず
寮
生
に
考
え

さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　
例
え
ば
、
寮
生
か
ら
「
電
子
レ
ン
ジ
が

汚
い
」
と
声
が
上
が
る
と
、
以
前
は
舎
監

が
掃
除
を
し
て
い
た
。
今
は
「
ど
う
す
れ

ば
奇
麗
に
使
え
る
か
」
を
寮
生
同
士
で
話

し
合
う
よ
う
、
促
し
て
い
る
。

　「
自
律
し
た
寮
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
仲
の
よ
さ
で
は
な
く
、
得
意

か
ど
う
か
で
役
割
分
担
を
し
て
探
究
学
習

に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
寮
生
活
で
生
徒
同
士
の
交
流
が

活
発
化
し
、
相
互
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と

が
、
探
究
学
習
に
も
よ
い
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
」（
妹
尾
さ
ん
）

　
広
島
県
の
公
立
高
校
入
試
に
お
い
て
、

同
校
は
22
・
23
年
度
と
２
年
連
続
で
志
願

倍
率
が
１
位
と
な
っ
た
。
入
学
者
は
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
に
及
び
、
寮
生
は

全
校
生
徒
の
4
割
を
超
え
た
。
海
外
の
日

本
人
学
校
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
相
次
い

で
お
り
、
実
際
に
帰
国
後
に
入
学
し
た
生

徒
も
い
る
。
ま
た
、
射
撃
部
や
美
術
部
な

ど
が
全
国
大
会
で
活
躍
し
、
海
外
の
姉
妹

校
３
校
と
の
国
際
交
流
も
活
発
だ
。
地
域

連
携
の
面
で
は
、
22
年
度
に
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動

の
一
体
的
推
進
」
で
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
け
た
。そ
し
て
、国
公
立
大
学
と
難
関

私
立
大
学
の
合
格
者
数
は
、以
前
の
１
割
前

後
か
ら
３
割
前
後
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　
同
校
は
県
北
を
代
表
す
る
高
校
の
１
つ

と
な
り
、
地
元
の
入
学
希
望
者
も
増
え
て

い
る
。
今
後
は
、
通
学
圏
内
の
中
学
校
か

ら
の
入
学
者
の
増
加
を
目
指
す
。
既
に
、

地
元
中
学
生
や
地
元
住
民
な
ど
を
対
象

と
し
た
同
校
の
活
動
報
告
会
を
生
徒
が
企

画
・
運
営
し
て
実
施
し
、
探
究
学
習
や
国

際
交
流
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　「
探
究
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て
、
学
校
が
町
の
応
援
団
に
な
り
つ

つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、

本
校
の
活
動
が
町
の
人
口
増
加
に
つ
な
が

る
の
が
理
想
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
生
徒

と
一
緒
に
町
の
魅
力
を
高
め
る
活
動
を
模

索
し
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
山
西
教
頭
）

存
続
の
危
機
を
脱
し
、

学
校
が
地
域
の
応
援
団
に

指導変革の軌跡 広島県立加計高校

（株）ベネッセコーポレーション 中四国支社　

学校事業責任者 劉
りゅう

　耕助

生徒、教師、地域がかかわり合い、
ともに成長する学校へ

生
徒
の
自
律
を
促
す
視
点
で

生
徒
寮
を
運
営

2
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